ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	総合分野（学校設定科目等）【上級】

	教材タイトル
	「有価証券報告書を活用した企業分析」
　～有価証券報告書は企業分析の宝庫～



	１　本単元の目標

	＜１時間目（講義、グループワーク①）＞
・教員はＥＤＩＮＥＴを活用し、有価証券報告書を閲覧する方法を指導する。それに従い、生徒はＥＤＩＮＥＴを用いて、有価証券報告書の閲覧方法を理解する。
・有価証券報告書を活用して、さまざまな企業分析の方法をより多く発見する。
・グループワーク②に向けて正確に発表できる準備をする。

　＜２時間目（グループワーク②（ジグソー法））＞
　・グループワーク①で出た内容を明確に、グループワーク②のメンバーに伝える。
　・数ある分析方法の中から、企業を分析するための重要項目を考察し、精査する。
　　精査の過程で、根拠をもって企業分析の方法を決定することができる。



	２　評価規準・基準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
 　　 〇有価証券報告書の見方を理解し、グループワーク①において、有価証券報告書から企業分析に活用できそうな箇所を見つけ出している。
        ※以下の「評価Ｂ」の△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は４つである。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「グループワーク①」の「グループワーク①共有シート」において企業分析に使えそうな箇所とその理由について△つの記述がされている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
●ＥＤＩＮＥＴや企業のホームページにおいて有価証券報告書を閲覧する方法を理解している（これを理解していなければ、学習を進めていくことができないでの、机間支援等で確認する。グループでの学習などで、生徒同士で教え合って活用できるような声掛けを行う）。
【Ｂ】思考・判断・表現（５点）
〇グループワーク②において、数ある分析方法の中から、企業を分析するための重要項目を考察し、精査することができる。
  ※以下の「評価Ｂ」の△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は３つである。
　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「グループワーク②の４」の「なぜ企業分析に使うと決定したのかの理由」の記述において、決定した４つから５つの箇所のうち△箇所、具体的な記述がされている。
　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
●グループワーク②において伝えるべき内容を明確に伝えようとしている（２時間目最初の「事前打ち合わせ」でのペアワークにて、明確に伝えようとする準備ができているか、机間指導を通じて確認する）。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
  　　〇振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
　　　　　評価Ｂ（３点）…「グループワーク②」の「５今回の２時間の授業を通じて学んだこと、今回の学びを今後どのように生かしていきたいかを記入してください」について考察し、今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。


	【総合評価】（15点満点）
　　総合評価Ａ・・12～15点
　　総合評価Ｂ・・７～11点
　　総合評価Ｃ・・６点以下
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